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こ
れ
か
ら
ま
た
暑
く
官
官
い
夏
が
や
っ
て
来
て
、

ま
す
ま
す
永
の
議
姿
は
、
う
な
ぎ
の
ぼ
り
に
増

え
て
米
ま
す
。

毎
年
、
笈
を
巡
え
て
く
ワ
山
内
}
き
れ
る
節
水
の

将
ぴ
か
け
;
:
:
災
対
悌
予
取
の
場
合
も
水
資
絞
め

雌
峨
山
内
い
い
は
湾
労
し
て
き
ま
し
た
。

今
燃
は
、
ふ
ふ
い
い
紛
れ
い
後
初
知
子
市
い
い
一
つ
め
品
ん

を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
北
下
物
燃
は
減
水
滋
射
殺

に
ス
ポ
ッ
ト
を
為
て
て
み
ま
し
た
。

こ
の
古
学
金
制
が
完
成
す
る
と
、
市
め
水
め
の
所

は
、
あ
る
程
度
ゆ
と
つ
が
出
て
米
ま
す
。
し
か

し
、
水
資
源
そ
の
も
の
が
有
限
な
も
の
で
す
か

ら
、
節
水
mw
重
要
性
会
ぜ
心
に
刻
み
込
ん
で
お
か

な
け
れ
ば
凶
な
つ
ま
せ
ん
g

か
ぎ
り
あ
る
水
を
大

切
に
尉
次
い
だ
い
も
の
で
す
。

び、あ

め水、器開11から斡観111水
将来拡北千葉導水路iこ結ぶ

〈ヰとよ子議広域水道事業〉

昭
和
路
年
に

一
部
絵
本
開
始

北千葉広域水道概略国

北
f

工
事
し
出
竣
本
進
企
業
混
と
は
、
相
柏
木
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
9

相
刊
胡
年
3
均
月
に
設
盗
き
れ
だ
企
業
凶
て
当
初
町
計
樹
で
は
、
昭
和
田
年
に
一

す
e

部
給
水
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
石

こ
丹
念
業
向
山
辻
、
我
孫
子
市
を
絡
め
油
γ
ヨ
ヴ
ク
・
物
価
上
野
な
ど
で
、
プ
ム

と
し
て
子
議
漆
ム
松
戸
市
'
齢
制
防
衛
本
山
町
巡
れ
、
あ
と
は
ほ
半
分
的
工
事
が

検
車
・
淡
山
浴
・
附
閥
復
釘
'
泌
総

wu
胡
問
ッ
て
い
ま
す
α

繁

務

今

季

量

的

線

・

7
7
4河
内
肉
食
斉
一
銭
務
に
よ
る
と
‘

燃
が
持
川
内
で
、
バ
対
ド
間
抑
制
澗
流
本
金
品

mm洲
町
山
々
に
…
紛
紛
水
.
総
称
関
与
4

令
市
問
問
問
叫
に
飲
制
竹
本
と
し
て
偽
仇
刊
す
る
二
月
心
柳
川
会
給
水
に
な
る
叩
T
m
mで
す
。

と
を
H
M
的
問
と
し
て
い
ま
令
。
流
山
市
の
め
水
揚
か
ら
滋
a

り
れ
て
郡
小

我
Mm子
市
は
、
鉄
料
水
を
山
地
下
水
口
た
水
は
、
市
内
に
協
組
府
協
会
予
滋
し
て
い

け
に
た
よ
っ
て
き
ま
し
た
が
、
地
盤
沈
る
浄
水
均
を
続
出
し
て
か
品
不
燃
に
滋
ら

下
や
本
位
低
下
を
特
訓
令
た
め
の
税
制
が
れ
ま
ナ
“

あ
り
，
、
こ
れ
以
上
版
下
水
を
汲
み
し
げ
北
F
恭
一
仙
域
水
潟
食
業
開
か
ら
の
求

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
が
得
ら
れ
る
と
、
成
夜
、
械
は
北
品
川
町
持

し
た
。
戸
か
ら
汲
み
上
げ
り
れ
た
仙
地
下
水
と
め
辻
一
一
訴
え
、
そ
の
設
も
枠
が
決
め
ら
れ
て
調
技
河
川
「
利
機

mぽ
級
殺
水
路
卒
業
い
す
。

そ
こ
で
、
東
葛
紘
皮
肉
市
前
叫
が
集
ま
三
本
立
て
で
、
市
民
の
A
な
さ
ん
に
欽
お
り
燕
滋
で
は
あ
り
ま
せ
ん
e

で
実
施
す
る
市
野
市
間
緊
急
叫
間
取
沌
導
水
路
L

有
数
な
私
た
ち
の
木
、
節
水
と
一
工
夫

ウ
て
資
金
を
出
し
合
い
可
水
中
単
一
用
本
肉
料
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
c

江
↓
戸
川
叫
に
こ
札
以
上
諸
L
い
木
初
権
か
ら
の
水
を
科
病
し
、
将
来
は
、
寸
誌
で
右
殺
に
緩
い
ま
し
ょ
う
。
い

量
約
書
効
請
を
は
か
る
た
的
に
こ
市
水
道
昔
話
で
は

-
5
?
?とも
で
き
ず
ム
千
葉
広
域
千
葉
導
水
路
」
に
よ
っ
て
霊
き
れ
る

j
j
3
3遺言
一

主
義
が
つ
く
ら
れ
た
わ
け
で
す
“
内
計
器
水
人
百
万
7
3
0
0へ
童

企

業

向

で

竺

室

内

向

、

流

汎

原

水

を

利

用

す

る

計

画

に

な

っ

て

い

ま

皇

霊

襲

警

緩

襲

藤

観

鶴

一

本

的

害

i
ト
は
、
詮
一
戸
毛
布
一
人
一
暴
言
最

5
0
1
J

主

襲

警

襲

撃

緩

整

一

Zまら
i
t人;
凡

込

ん

だ

雲

、

星

空

か

ぎ

り

あ

る

水

j

j

一
一
一
三
三
欝
議
離
一

日
仰
い
い
は

ηー
し
て
刊
訪
れ
計
引
大
切
に
慎
い
ま
し
ょ
う
撃
轟
轟
轟
鱒
一

ニ
め
叫
川
燃
や
い
は
、
は
〆
川
的
水
J
W
U
A

…

お

分

削

減

、

市

的

飲

料

水

は

、

ま

か

な

主

義

J
A
J
V灘
滋
務
綴
畿
灘
綴
緩
畿
一

長
A
W
H
4
3
0
0
奇

メ

!

ト

ル

え

る

わ

け

そ

第

五

べ

た

よ

う

い

、

北

千

葉

三

宅

、

美

し

て

苦

雲

寺

¥
J
X
V覇
鱗
麓
襲
一

支

i
Z
E
B
-
-れ
で
ま
言
、
ひ
と
安
心
と
そ
景

g
gして
市
的
法
、
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
a

人
二
砕
い
鰯
麟
擁
一

方
メ
v
z
ト
ル
鈴
木
す
る
こ
と
に
な
っ
て
た
と
ニ
ろ
で
す
が
‘
主
義
が
手
書
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、

F
z
t
q礼
子
警
本
が
き
れ
て

J
J
P
J

議
議
鱒
鱗
轍
鱒
鰯
鐘

い

ま

す

ロ

ま

す

近

代

化

三

て

く

る

と

-

一

人

当

で

て

い

く

ら

で

も

使

え

る

わ

け

で

は

あ

て

も

、

そ

の

台

機

二

雪

中

に

'
J
;
;
i
E
B
E
E
f

総門
M

は
正
し
く
止
め
ま

仏
利
回
万
立
万
メ
ー
ト
ル
的
中
か
ら
、
り
の
水
抽
出
mm誌
も
岡
市
大
す
る
阿
出
向
が
あ
あ
り
ま
せ
ん
。
工
事
に
か
か
っ
た
畿
大
な
校
燃
が
会
ま

各
閉
山
体
に
割
当
て
ら
れ
る
わ
け
で
ナ
が
、
り
、
品
川
猟
以
上
の
本
が
や
要
と
な
る
可
水
資
時
令
係
的
枠
が
で
き
て
お
り
町
れ
て
、
結
同
例
会
も
の
い
い
な
っ
て
し
ま
い
女
約
あ
が
り
町
液
日
や
ホ
‘
日
昭
終
的

当
市
に
は
、

2
万
7
0
0
0
立
町
〆
j
3
9
8
9

能
注
も
山
川
て
き
ま
す
e

そ
の
枠
内
中
で
、
荘
地
方
公
共
団
体
が
ま
す
旬
(
議
在
、
台
市
め
木
議
長
金
は
、
使
附
出
E

拡
が
急
激
に
地
加
し
ま
す
何
で
紛

ト
ル
(
ド
ラ
ム
縦
約
H
H本
)
の
飲
料
江
戸
別
か
ら
の
水
が
入
っ
て
来
る
と
わ
け
A
H
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
か
ら

1
立
方
メ

i
ト
ル
銭
円
で
す
が
、
託
子
水
し
て
下
さ
い
。

葉
町
水
品
、

1
立
方
メ
j
ト
ル
約
1
1
肯
洗
車
や
芝
生
・
底
悶
円
打
点
に
は
な

O
R位
に
な
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
)
る
べ
{
使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
φ

本
は
、
い
く
ら
で
も
得
ら
れ
、
縫
う
e

肯
定
機
泌
濯
機
・
食
器
洗
市
出
回
な
ど
詑

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
口
を
あ
け
放
し
て
使
う
も
の
に
は
、
十

L
ま

っ

た

の

で

す

。

分

泌

窓

し

ま

し

ょ

う

。

本
は
、
か
ゲ
り
ら
れ
た
炎
源
で
‘
れ
料
金
女
使
用
し
た
風
呂
水
・
締
徐
潟
水
も
い
い
一
一

を
ふ
丸
払
っ
て
終
わ
な
け
れ
ば
主
ら
も
〈
怠
識

ι捨
て
ず
、
有
効
に
抽
出
い
ま
し
ょ

ん
ゆ
っ
て
し
£
っ
た
の
で
す
a

水
は
仙
川
北
開
‘
う
G

む
が
~
緩
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
世
土
・
日
眼
目
的

9
時
か
ら
川
M
時
酬
明
ま

総
本
を
や
が
け
ま
し
ょ
う
で
は
ピ
ク
時
に
な
リ
法
す
の
で
、
時

京
滋
綴
醐
開
〈
aomn1m闘
か
ら
7
悶
〉
酬
明
械
を

γら
し
ま
し
ょ
う
G

こ
れ
か
ら
同
叱
…
卒
中
で
絞
も
本
合
品
開
か
泌
総
い
・
や
泌
い
e

品
開
み
が
き
な

縫
う
承
鳩
闘
で
す
。
水
的
後
療
後
を
帯
、
一
ん
ど
口
も
蛇
口
を
あ
け
た
ま
ま
際
わ
ず
句

て
添
水
に
帥
綱
引
バ
し
て
下
さ
い
。
謀
総
口
汲
ん
で
使
い
ま
し
ょ

3
e
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ミ
だ
っ
て
源
で
す
々

襲
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
の
ゆ
く
え

備面IJ

墨画議事

同
則
自
制
持
収
集
は
山
神
間
さ
ん
の
ご
協
カ
で
編
制
裁
に
進
ん

で
い
ま
す
。

こ

こ

そ

、

そ

の

緩

め

ら

れ

た

ブ

ミ

が

ど

の

よ

う

に

処
理
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
い
た
だ
き
、
問
問
悶
悶
洲
判
如
拭

薬

の

大

切

さ

を

ム
n
Lか

っ

て

い

た

だ

き

た

い

と

息

い

す
。

毎月 1・16日発行(2) 

た
場
合
的
総
術
副
H
a
問
金
総
え
る
官
削
減
医
帯
分
に
つ
い
て
間
関

川
3

ル
七
ッ
ト
・
ギ
プ
ス
主
ど
同
補
然
か
ら
設
機
際
線
機
関
に
支
払
い
ま
す
a

組
制
換
を
つ
け
た
受
w
妥
附
問
。
品
格
傘
結
品
刊
〈
給
付
制
酬
や
品
刊
行
す
る
か

鈎
臨
の
た
め
の
笠
恋
代
。
ど
う
か
は
保
険
者
が
決
め
る
も
の
〉

同

高

額

療

養

費

山

門

効

康

雌

悶

人
終
合
ど
で
医
擦
費
が
官
向
何
酬
と
な
り
ネ
ル
供
が
生
ま
れ
た
と
き
4
万
円
支
給

訪
問
い
災
総
蹴
捌
〈
3
割
分
)
が
1
ヵ
汚
(
泌
さ
れ
ま
す
。
(
引
山
年
4
N
円
か
ら
)
流
産
、

じ
駒
内
ゃ
っ
%
引
3
万
円
を
総
え
た
場
合
兆
議
で
あ
っ
て
も
絞
総
4
ヵ
月
以
上
で

に
は
司
そ
的
ニ
止
た
判
開
を
文
一
総
し
ま
す
。
あ
れ
ば
タ
緩
き
れ
ま
?
。

つ
ま
リ
3
万
円
を
自
己
灸
抑
制
し
て
い
た
同
育
児
手
当
金

だ

〈

と

い

う

こ

と

で

て

後

然

殺

到

が

出

療

し

た

山

英

之

官官
λ

総

的

糸

外

糸

魚

出

ぬ

か

行

て

た

と

き

詰

出

品

聞

の

臼

か

の
椴
山
内
総
兵
制
樹
、
間
協
療
機
関
別
、
人
同
町
、
匂
6
力
月
合
総
た
と
き
3
0
0
0
円
支

f刷
裁
対
で
於
詳
し
ま
す
"
た
だ
し
い
都
合
払
和
さ
れ
ま
す
。

病
渓
z
A
成
中
に
2
つ
以

f
の
伶
燃
料
竹
で
同
緋
位
古
賀

A
V認
し
た
埼
A
H
兄
詳
し
ま
す
。
後
保
険
お
れ
が
亡
く
な
っ
た
と

?
H

O
然
体
問
比
回
線
分
だ
け
が
吟
象
で
、
議
総
門
点
υ

給
さ
れ
ま
す
μ

べ
y
F料
や
州
側
刊
門
的
義
幅
削
胤
同
校
舎
ど
は
∞
減
州
問
で
受
け
ら
れ
る
給
付
子
絞

一
間
際
州
仰
が
必
後
と
認
め
た
場
付
象
に
な
り
ま
吋
ん
。
ド
認
め
中
訟
を
叩
%
下
型
ぺ
一
衰
の
中

九
円
的
ハ
リ
・
ふ
プ
あ
ん
ま
・
ワ
河
歳
以
L
し
の
乏
人
役
ど
内
凡
人
市
山
町
釘
制
約
記
号
は
、
上
記
内
訳
惨
と
M
問
ヒ
V

桑
道
一
収
耐
地
術
的
総
山
間
を
m
t
け
民
同
市
は
、
円
九
己
負
泊
料
と
な
る
ふ
同
級
が
3
日
々
(
川
関
税
部
ム
京
総
ω

悶
胸
部
の
は
恥
叫
リ

1
1

副
働
側
紛
糾
U
M

山
凶
M
m
で
受
け
ら
れ
る
総
付

関
係
に
加
入
し
て
い
る
人
は
次
的
惨

な
給
付
が
A
A
け
お
れ
ま
す
白

法
認
総
帥
刊
へ
終
M
時
に
給
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
的
〉

伺
笠
奮
の
給
付

病
気
や
ケ

f
を
し
た
と
急
¥
為
る
い

は
品
械
が
機
む
と
与
の
診
療
事
的
絡
に
対

し
て

7mが
給
付
さ
れ
ま
す
ρ

山
刊
療
議
終

医
療
機
関
な
い
と
じ
支
払
ヮ
白
紙
(
保

協
同
一
位
山
市
分
)
の

7
制
的
が
支
給
ち
れ
ま
T
a

ω旅
行
中
に
病
気
に
な
っ
た
け
、
や

か
を
え
な
い
峰
山
闘
で
凶
保
を
取
り
凝

っ
て
い
な
い
隊
機
織
燃
で
診
療
治

療
し
た
時
合
的
際
練
校

心
開
法
制
仰
が
人
時
賢
官
門
的
対
泌
氏
為
的

必
療
を
認
め
と
符
合
的
行
議
料
。

ゆ
け
な
い
山
内
人
的
人
緩
や
転
w
院
内
と

法公

給付と子

商工会館が新築落成

増
え
続
け
る
交
通
事
故

千
葉
県
は
泰
故
死
者
数
全
題
3
佼

今
年
じ
な
っ
て
5
月
刊
U
Bま
で
丹
燃
の
綴
断
し
て
い
る
密
日
行
者
円
安
全
に
注

内
交
滋
一
耕
一
級
数
は
淡
町
と
お
り
で
す
が
、
意
す
る

死
者
拭
ふ
京
総
令
3
務
附
は
と
な
ゥ
で
い
ま
O
自
転
車
内
総
合
に
幼
児
は
殺
せ
な
い

す
a
H
出
署
管
内
は
、
昨
年
よ
り
4
名
滅
。
飲
酒
逐
転
は
品
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萩
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菜
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滋
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燃
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.
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燃
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燃
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収
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円で としどし村長年せド怒 L、。

(75室長}

ひまわり闘

3殺から 18絞までの身体的不良

患なn々1l名をおあずか号して、

待日竣HIJJEしい fH章表{こより 1縫淡

町会い i¥(l:)想i韮を長寄っています。

ミ詫:tE!皐f辛2名、 事まま盤受講 I名、 霊長

時1事録 3名がお後言語をしています o

場所は Z幹線j也先的老人縦割tセン

タ…(つつ l:'lE)と関七建物す。
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し交換コーナー

キイス{安楽イスタイヅ}布自主

ほしい?すい主義L上げます。
*ずブルベッド フランスベ y

V事長昨年6月3万$千円で勝人

を1li 5千円で@

車ムたらが

i泰掃手数料の
集金員です

殺ります *りッカーパンチ車翼後 6万対 fAたちカヘ t制手数科的集金に
で塁算人を 3nPlで うかがいます。よろし〈お終いい

ネベビーベ、ノド *主主査をウインドファン 船長の iたLますれ
*串りかごベビーベット費量湾 うえ決定号 t>正義金人

*子供F括主主主ベッド *ブロパシ綴ガスレンジ 1m談喜 渡辺うた 根戸 1088TEL

*冷蔵綴70t 会手段使用樹立売的うえ決後e 言 (82) 0 0 () 5 

的うえ決定。 *マッサージ後 凶誌のうミ決

本足踏み拭ミシン はしい方に g周望号機 綴戸 1090TEL品目
4 6 1 9 

青山台γ …ケソト時制!o終40分} 受干身者約IJは、 6月1詰から 6 季節資金申込災{部u:~'; 珪が1ft

ゐら冬山一パ…lIir( 1時} 丹26B'"的問i二、閣手間i先的糊I羽{期釈により、紺c 危険物取扱者試験
停車時間は50分です。 届を務i笠併話詮:王事務併に提出して 会をままl告するか、 i虹接取扱{R長生後

下さい。 関に申込ん?下さいぐ 炉試験的滋綴 l~f巻 f長期

w 的兇主主乎!!;縦j兄潟は宅捜:絵手寺 炉開通資限度務 中小企芸托 300 to試験沼崎 71111日(討}午前

内総年のp!iI辱的状況 (50午後初所 nPl以内・級介500HPI以内 !o時から

得議正明書)、書堅手ぎの状況などを毎 {設合終へ的伝j{的効{H立、そ 砕悪童主宰受付 s月7臼 (H)かん
1f'6月1臼的状況について縫認す 的組合筑j;iに 30 () HI'IをlI't 11日{余}まて4 けか日午前9U与
る認です盆 てf尋た在員以内) から午後4時まで}

こ的島請を後t主Lないと、引続き 争滋言費税率①f言ITlr紛E協会保議E ※詳しくは消防本部;子I):J係へTE
受給資絡があっても. 611分以後 付融資的場合:1f'7 25%以内 L (82) 2 2 1 7へ

丹うえ淡を言。

当ド冷総主事90I ンピア 樹首長室呈i上げます。

*事L鈴寧サ…タルベッド務総定。
時うえ決定。*重量窮動洗i誼機 東芝2. 5命

事量霊祭毛布 4点ナショナル他草寺縫1年後半!こ 5万円で総人を

簡銭円うえ決定。 2万5τplで。

*子供滋勉強机(椅子fす}部制

X90閥的本事長 ほしい方に慈し 譲りたい物・譲ってほしい線

上げまれ がありましたら、議:r:課消費ゑ

*大人・小人重量綴2設ベッド長官活係まで (82)115lT有線281

絞めうえ決定。

歩け歩け運動 移動 5話番館
{マザー牧場を訪ねて} ひかり号巡@S
t>悶時 6 1l13H 6月1日

参集合米露~t白駅改札口 7 湾総分 青山台γ ーケット露)(10待4自分〉

惨重量滋交i通費等*，，3.000円 あら撃的スパ“総(1持〉
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11金

1.41汚

ヂ事上みさ 委筆1円11の26T巳L

(畠2) 4 56 3 

t悪道定子 書官12の14TE L (89) 

2 6 6 1 

〈み詩文戦没辻、 1年分を 4J¥i11二

分け3ヵ月分を 1綴として集金(こ

うかがいます白 なおそF童文終{会会長年

もて'きますのでご剥1m下さも、

見童手議ま晃三克鑓を
提出して下容い

の¥Ii'.互援争激的支払を告をけることが

できなくなりますから、必ずf品約

してド<>，

to主護機先 市役所領祉事務総絵fず

係TE L (82) 1 1 5 1 r号線2
4 7 

1>時間午前9時から苧後4待ま

ぞ{オこ努産自は12時まで)

土地の立入誤差ま

E議長交は常磐線我孫子・ Jji(手間前

線路機設工事足びこれにi事フ附帯

巳本を行なうため司 Eえのとおり士

JI足的3主人議議 a抑i畳をいとします。

生二地所:tf議何万円ご協力をお額

いいたしまナ。

争立入翼翼線 !Il:l幸U51都6月15日か

ι12月25Bまs 争立入り区間 然続的うち学総駁
務UJめうち本欄・堂下・大淀・

月 中教fH鋭機子場

(4) 

た。手王立:.'.11ニ京I!'わせていたfよきますα 合'J、tt;;t郎総(並木7グ)8の14)
合京北夏草委事鈴式会投機 会後ま長室長官綴{緑1内6) 

会我孫 f磁量生業協会絞 古川村終〈姦要flお)

女手草子草子ロルタリ…クラブt選 会中長品被 械(努1め11内 7) 

女子畿銀行守主主義r50占様 女i長谷線治様('i'時 14 (7) 

台依隊員均二主主く主義2Tld) τ:Y.fイ111経治事事{務絞 10 1 ) 

合外山事i子絞 (W!J1め 9め10) 背泳以忠憾{去を総 1() 1 ) 

季節{中元)
資金融資 h!l以内

b若者諸護方法 ，\~R式f蒔滋か 'fi訴後芸霊

千淡路中小企毅然興必1台前官官tft to;轟急車1悪霊歪建議擦の途湾 倣炎宮司が
付警護者専に基づ冬、 11{f持活 l 前史学童 500)jf1l以内において、子~県 f.l

('1' 7邑}資金的融資を h'~ょ L、まずれ 持lf~，託協会泌総保証事1I支を透E耳

H有偽取扱重量級機関 f議銀行・ するニとができますG

子葉興茶室長ji-.予去を手Illi銀行 e 詳し‘、ことは、潟工務にお!羽介

絞戸{言m建設庫."'(Jfl i.fl持金1.¥1 わぜド ð~ 、。 (82) 1151内線281

b申込猪狩滋終 7 Jl31日まで

昭和51~手役災・分思表名簿
職名

館長
直接図説

臼令

:1Jjlijlll幾貌t

4 

臨 1骨餓是
々

" a 
" 4 
" 5 
" 6 
リ

" 9 
"10 " 
伊 11 " 
"12 " 
"13 " 
" 14 リ

"15 " 
N 16 N 
• 17 " 
• 18 
，~ 19 " 
"20 " 
勿 21 " 
，， 22 " 

持括子市J師3385 時一3421
w 株主 4 -11時一槌071
。 fl持 272 188-20る11 ‘皇
" 段位2<19 )89-3.05 I IF.I 
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新木18明 188-23411 Ittl 
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作 青山 999 蹴…訂印

。 ドヶ針 178 1開 -4569
H 開発戸 571 I糊…3571
H 高野山564~1 時一部961 、品
" 久寺家 297 )田一2673I )~事t
n 衛摘2409 I 82-0212 I ザ守
" やoi舎1269 I 88-2431 I 祖争
" や静1391 I 8BL 0235 I 長五
中塁副 163 時制l

均 省戸 175 fss 日331 哩
H 臼党 253 I 88~23時'éJ
w 軒水3139 188-.. H硝
“ 新木1559 I 88~~313a 
仰 布続開毛-11蹄…2002
In投下47 勝一時41
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(6月の納税〉 吉文書醤解続審繁盛

関市・賎民税務 1期分

滋講談滋綴徴収

s月30 B 9: 30-16 : 00 
輿F堅守・商工会主志向・i稼芯昔話支所

協 R 時 8・7Jjのき喜1第3・第 5

二l::.B龍日 12時30分から

m年暴 露有 事支係予毒見宣言来機長現行会議室義

脳波 路 40  t. (妻悪事f)
磁串込B 6111日から

鱒率込先 事賓待委員会市民繕きん裏話
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